
道徳授業地区公開講座

道 徳 学 習 キ旨 導

時

案

1:40)1  日

2場

3 授業

所

対象 第 1学年 1～ 4組

5組

令和 3年 10月 16日 (土 )

清瀬市立清瀬第二中学校

第 3校時 (10:50～ 1

1年  各教室

男子 17名   女子 15名

男子 16名   女子16名

4 学年の実態

5 主   題

6 主題設定の理由

入学してから半年が経ち、中学校生活に慣れ自分の考えや思いを言葉で伝えられ

るようになってきている。しかし、自分の都合の良いように出来事を理解 して話し

てしまう生徒や、思いは浮かんでいるのにそれを相手に伝えられず我慢をしてしま

う生 lt、 思つたことをすぐにΠ走つてしまう生徒などコミュニケーションに課題を

もつ生徒が多い.Ill手がどう思うか考えていない生徒がいる一方で、相手がどう思

うか考えすぎてしまって言葉にできない生徒もいて個々の課題としては異なる。授

業では一部の生徒が積極的に発言してクラスの話し合いが終わつてしまう場面も

時々見られる。

B― (9)相互理「i、 寛容

資料名「生きるために大切なものとは (ダイヤモンドランキング)」 (自 作教材)

中学校生活に憤れ政台めて、自分自身の価値観がもてるようになつてきて話し合い

活動も徐々にできるようになっている。現代社会は多様性を重視するようになり、

自身と考えが異なる人がいて当たり前となつている。ただ考えが異なるだけで意見

をまとめなくて良いわけでもないし、相手に伝えるだけで終わりでもない。その状

況をさらに話し合 う必要があるので、生徒に1ま 自分の章見を伝えつつ相手の意見も

尊重し受け入れ考えを深めることを経験させたい。相手を尊重するだけではないこ

とを理解させながら話 し合い活動をさせたい。

本授業は、話し合い活動の方法も学びながらも「相互瑠竿、寛容Jの指導を中心

としていく。話し合いの中で自分自身の意見の変容を生徒に理解させたい。

社会で ,まそれぞれの思いや考えを持ちながらきまざまな人々が生活 しているこ

とを理解 し、寛容の,さ を持つて、そこから謙虚に学ぶことで自分を高めようとする

心情を育てる。そしてそれは周囲の人 F・7と のコミュニケーションをとる上で大切な

ことであるが、相手の意見だけで |ま なく自分の意見や考えもしつかり伝えることの

大切さも理解させる。

7 本時のねらい



―  ¬

8 本時

(1)本時の目標

相手|)意 見も尊重 しながら、自分の意見を伝 え意見を一つにま とめる。

(2)本時の展開

学習活動 指導上の留意点 評価規準

導

入

5

分

0周 囲と価値観が異なる

事例を考える。

T:無 人島で一週間生活するときに最もあると良い

持ち物は。

S:「水」「マッチJ「 ロープJ「食料J

T:テ ス ト勉強のときに最も大切なもの (こ と)は。

S:「計画J「提出物」「時間」「質」「量J

理由も発言させ、いろいろな視点から見てどれも

大切であることに気付かせる。

展

開

1

8

分

0ダイヤモンドランキン

グの個人ランキングに取

り組む.

○自分にとちて生きるために大切だと思 うもののラ

ンキングを考え、なぜそ う思うかの理由も書かせ

る (一番のみ)。 決定したものをワークシー トに書

力せ る
`

個人の考えを大切にしたいので、他の人 と話さず

一人で考えられるようにさせる。

考えるのが苦手な生徒には一番大切なものとそう

ではないものから考えるよう促す。二つの比較を

例示 し、こうい う視点もあるという案を適宜生徒

に示すことで考えを促す。二つずつ比較させ手順

を一緒に追う。

展
　
　
開

２
　
　

２
　
７

分

O個人アンキングを班で

発表する。(6分 )

0班 として一つのランキ

ングを話し合いでまとめ

る。 (10分 )

0各班でまとめたランキ

ングをクラスで発表す

る。 (10分 )

O司会者は班長。一人 1分以内。

○必ず自分の意見を班に伝える。途中になつていて

もその途中まで報告するようにする。お互いに納

得できた意見 (な るほど、と思えた意見)に注目

しながら、班での意見をまとめさせる。

・できるだけ発言には理由が付くように芦かけをす

る。

O決められるものから、順番に意見を言いながら決

めていく。グループ発表用のジャムボー ドの各班

のシー トを使って並び替えを行う。

○発表者は副班長。

○ランキングの順位と理由を発表する。(各班 1分半

以内)

教員のクロームブックを利用してプロジェクター

にもつなぎ、それぞれの班の物を投影する。

(発言 )②



ま

と

め

1

0

分

0も う一度自分のダイヤ

モン ドランキングを書

き、感想を.・L入する.

○話し合い活動、発表を聞きもう一度自分のダイヤ

モンドランキングを作らせる。最初に作うたもの

と変化してかまわない。また自分の意見を伝えた

り相手の意見を問いたりすることで、自分の中で

変化したことに注目させ感想を書かせる。

O話し合いのうえで相手の意見を尊重し、また同時

に自分の意見を伝えることについてどう思つたか

考えさせる。

自己変容に気づかせられるよう、ダイヤモンドラ

ンキングの比較をさせる。

C ② (ワ ークシー

ト)

9  言平     価

【生徒】

0それぞれの立場を尊重し、色々なものの見方や考え方があることを理解して、寛容の心を持とうとする発

言や.nL述 がある。 (ワ ークシー ト)

②それぞれの立場を尊重し、色々なものの見方や考え方を受け止めながらコミュニケーションを目指そうと

する意欲が見られる。 (フ ークシー ト 発言)

【授業】

それぞれの立場を尊重し、色々なものの見方や考え方を受け止めながらコミュニケーションをとることの

大tTき に気づかせる発間が工夫できたか。

よりよいコミュニケーションをとるために必要な態度や行動を具体的に考える授業展開ができたか。



◎道徳 人生で大切なものつてなに?  1年   組   番 名前 :

自分の考える、人生で大切なものを考えてみよう l

健康、愛 (人を好きなること)、 自由、財産 (お金)、 家族、趣味 (ゲー

ム・マンガなど)、 友情・反達、平和、勉強
1番にした理由

3

2

4

5

2

班で考えた、大切な順番

1

４

　

　

５



自分のなかの大切な順番

1

2

3

5

く振り返り>
1 自分の意見を話し合いで伝えることができたか。

(できた 。少しできた ちあまりできなかつた 。できなかつた)

2 周り (相手)の意見を尊重することができたか。

(できた 。少しできた 。あまりできなかつた 。できなかつた)

3 「最初と最後のダイヤモンドランキングを比較して何か自分の意見は変化したか」

というところに触れながら感想を書しヽてみよう
`


